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2008年 7月 №7 

「強さ」  
 私と平教授のゼミは、地域の心身障がい者施設と合同で宮
原駅コンコース緑化活動を実施している。改札を出て西口に
向かう通路脇に置かれた花のプランターがそれだ。作業をし
ていると、駅の利用者から「きれいですね」、「いつもありが
とうございます」と声がかかる。うれしい、と同時にちょっ
と照れくさい。 
 6月初旬のある日、本学の Oさんがその西口階段付近を行
ったり来たりしている。どうやら子連れの母親がコンタクト
レンズを落としたようだ。なかなか見つからずに恐縮した母
親は、「もう結構です」と言っている。しかし、Oさんは「な
いと困るでしょう」と、当たり前のように探し続け、ついに
は見つけ出した。そして、母親が十分な礼を言う間もなく、
何事も無かったかのように去っていった。 
 親切にも勇気がいる。1 人の時はなおさらだ。どうしたら
心のままに行動できるのか、思い煩うことも多い。ある人は、
10 年後、20 年後、未来の自分と正面から向き合った時に、
今やろうとしていること、あるいは止めようとしていること
の意味が見えてくる、と言ってくれた。たしかに、気持ちを
行動に移す時、その先にある自分の姿を思い浮かべてみるこ
とはとても大切なことだ。しかし、果たして、それだけで本
当に自分が信じた道を進むことができるのか？この頃は、こ
んなことも考える。やはり、そこには誰かに見つめられてい
る自己の発見という契機が不可欠なのではないだろうか、と。
O さんの「強さ」は、1 人でも大切だと思ったことを貫く勇
気であり、それは優しさの行為者だけでなく、享受者をも強
くする。私は、それは、優しさだけでなく、厳しさも伴うま
なざしで神様に見つめられている自分を自覚することによっ
て形成された強さだろうと確信している。 

（ｺﾐｭﾆﾃｨ政策学科准教授 大高 研道） 

 

日 程 ： ８月７日（木）～８月９日（土） 

場 所 ： YMCA 東山荘 （御殿場） 

テーマ ：「ライフパートナー ～共に歩む～」 

費 用 ： ￥11,000（交通費込み） 

〆 切 ： ７月 1６日（水） 
 リトリートとは「修養会」という意味です。聖書を学びながら自分の

生き方を振り返るひと時です。 

多くの学生・教職員の参加があり、毎年皆が楽しみに待っている会で

す。聖書の学びにプラスして、人生についての自由な話し合い、先生方

との有意義な会話、ゲームやキャンプファイヤー、ティータイムなど、

楽しいプログラムが用意されています。 

キリスト教を知らない人でも全く心配いりません。

どうぞお気軽にご参加下さい。 
 
※申し込みは、申し込み用紙に費用を添えてキリ
スト教センターまで提出して下さい。 
※定員になり次第申し込みを締め切ります。 

夏 の リ ト リ ー ト 

「また、よく言っておく。もしあなたがたのうちのふたりが、どんな願い事 

についても地上で心を合わせるなら、天にいますわたしの父はそれを 

かなえて下さるであろう。」   （マタイによる福音書 第18章19節） 

年  間  聖  句 

 

☆最優秀作品（１点）、優秀作品及び
佳作（若干）には、図書カードを贈呈
します。詳しくは、キリスト教センター
にある応募要項をご覧下さい。たくさ
んのご応募をお待ちしています。 

対象作品：三浦綾子の全作品
申込〆切：７月２２日（火） 
受賞発表：１０月下旬 

感想文募集中!! 三浦綾子作品 



 
 
 

 
 
 

全学礼拝プログラム＜7月 1日～7月 4日＞ 
 7月 1日（火） 7月 2日（水） 

奨励者 
 

司会者 
奏楽者 

清澤 達夫 先生 
（ｺﾐｭﾆﾃｨ政策学科准教授） 

  左近  豊 先生 
  秋山 真奈 姉 

加藤 恵司 先生 
（政治経済学科准教授） 

  瀬名 浩一 先生 
  藤  博美 姉 105C 

讃美歌 
交読文 

 
聖 書 

 
 

奨励題 
 

  545番(下)、312番 
  交読文 24（詩 100篇） 
 

ルカによる福音書 
第 11章 9～10節(新約 P.106) 

 
「勇気をふるって」 

  546番、531番 
  交読文 29（詩 121篇） 
 

使徒行伝 
第 10章 34～43節(新約 P.198) 

 
「平和の福音」 

 7月 3日（木） 7月 4日（金） 
奨励者 

 
司会者 
奏楽者 

  標  宮子 先生 
（日本文化学科教授） 

  上原 由絵 姉 107J 
  和田 大知 兄 105L 

  阿部 洋治 先生 
（大学チャプレン） 

  寺島 大祐 兄 
  谷口 千穂 姉 

讃美歌 
交読文 

 
聖 書 

 
 

奨励題 
 

  539番、266番 
  交読文 38（ｲｻﾞﾔ書 40章） 
 

マタイによる福音書 
第 26章 36～46節(新約 P.45) 

 
「キリストの中(うち)に 
      自分を見出す」 

  541番、344番 
≪学生有志による讃美奉献≫ 

“ 空 ” 
 

マタイによる福音書 
第 9章 35～38節(新約 P.14) 

 
「収穫のために働き人を」 

全学礼拝プログラム＜7月 8日～7月 11日＞ 
 7月 8日（火） 7月 9日（水） 

奨励者 
 

司会者 
奏楽者 

川崎  司 先生 
（日本文化学科准教授） 

  和田 光司 先生 
  渡辺 善忠 先生 

石津 靖大 先生 
（児童学科准教授） 

  竹井  潔 先生 
  清水 貴子 姉 

讃美歌 
交読文 

 
聖 書 

 
 

奨励題 
 

  543番、140番 
  交読文 41（ﾏﾀｲ伝 5章） 
 

マルコによる福音書 
第 8章 34～35節(新約 P.65) 

 
「『いのち』のこと」 

  545番、449番 2、4節 
  交読文 42（ﾏﾀｲ伝 6章） 
 

マルコによる福音書 
第 10章 13～16節(新約 P.68) 

 
「思い出」 

 7月 10日（木） 7月 11日（金） 
奨励者 

 
司会者 
奏楽者 

  原  一子 先生 
（欧米文化学科教授） 

  梅津 迪子 先生 
  和田 大知 兄 105L 

  左近  豊 先生 
（人間福祉学部副チャプレン） 
  喜田  敬 先生 
  大井 恵子 姉 

讃美歌 
交読文 

 
 

聖 書 
 
 
  

奨励題 

  545番(下)、452番 
≪聖歌隊讃美奉献≫ 
‘讃美歌 285番’ 

 
ヨブ記 

第 13章 3節(旧約 P.711) 
第 16章 2節(旧約 P.715) 
第 42章 7節(旧約 P.749)  

「運命」 

  546番、312番 
  交読文 3（詩 8篇） 
 
 

詩篇 
第 23篇 1～6節(旧約 P.766) 

 
  

「追いかける神」 

主 の 祈 り 
天にましますわれらの父よ ねがわくはみ名をあがめさせたまえ み国をきたらせたまえ 
みこころの天になるごとく 地にもなさせたまえ  我らの日用の糧を今日も与えたまえ 
我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 我らの罪をもゆるしたまえ  
我らをこころみにあわせず 悪より救い出

いだ

したまえ 
国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり      アーメン 

☆☆  キャンパス祈祷会  ☆☆ 
 

木曜日 18 時 30 分～19 時 30 分  於 緑聖ホール C 室 
 

７月 ３日 ヨブ記７章  濱田 牧師 

７月１０日 ヨブ記８章  菊地 チャプレン 


